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1. 研 究 目 的

 本研 究 は, カ タ ッス ダ ンス の上 演 形 式 の な かで

のGANESH, DURGA, CRISHNA VANDANA

に つ い て, その 情 緒 構 造 と動 き の流 れ との関 連 を

検 討 し, カ タ ッ ク ダ ン ス の表 現 特 性 を 探 ろ う とす

る もの で あ る。

※分 析 に使 用 した ダ ンス フ ィル ム は昭 和59年6

月 に 来 日 した ロ ヒー 二 ・パ テ女 史 の 上 演 形 式

を16ミ リフ ィル ム に収 め た もの。

※情 緒 の 印 象 構 造: 石 黒 ・糟 谷 「身 体 表 情 の 因

子 分 析 的研 究 」 参 照。

2. 力 タ ッ ク ダ ン ス の 概 要

カ タ ック は, イン ド北 西部 ジ ャイプ ー ル, ニ ュー

デ リー を 中心 に 伝 承 され て い る軽 妙 な 足 運 び と回

転 に特 徴 を もつ 舞 踊 で あ る。

Bharata Natyamが 女 性 に よって 踊 られ るの に

堵 べ, カ タ ック は 男 性 に よ って も踊 られ る・ 物 語

(Katha) が, 語 り手 (Kathika) によ って 踊 られ,

舞 踊 家 と音 楽 家 の 共 同 体 で あ る Kathakas の 舞 踊

演 奏 会 が Kathak とよ ば れ るよ うに な った。

カ タ ック は, 寺 院 舞 踊 と して発 展 した。A. D. 8

世 紀 ご ろ侵 入 した イ ス ラ ム教 徒 は, ヒ ンズ ー 教 の

テ ー マを 理 解 しな か った。 しか し, ム ガー ル 帝国

3代 目 の王 ア クバ ル  (1542-1605) 統 治下 で 宮廷

舞踊 と して 盛 え, これ は18世 紀 後 半 ム ガ ー ル帝 国

衰 退 まで つ づ い た。

 カ タ ックの 復 興 は, Lockn ow と Juipur の2つ の

流 派 に負 って い る。 現 在 の 形 式 は, Locknowの

Wajid-Alishah (1847年 王 位 に着 く) に つ か え た

宮 廷 舞 踊 手 Binda Din 及 び Kalkaprasad 兄 弟 によ

り形 成 され た。

3. 力 タ ッ ク ダ ン ス の 技 術

 カ タ ック の 技 術 は, 世 界 最 古 の 演 劇, 舞 踊 音 楽

の 理 論 書 で ある「Natya Shastra」 に 基 づ き, Nritta

とNritya か ら成 る。 Nrittaと は 抽 象 的 で 意 味 の な

い リズ ミカ ル な動 きで あ り, Nritya は 顔 の 表 情 を

暗 示 的 に使 い, 手 足 を 象 徴 的 に 動 か し, 物 語 の 意

味 や趣 旨 を表 現 し, 暗 示 す る。 カ タ ッ クで は この

うち Nritta が 中心 で, =複雑 に 構 築 さ れ た 時 間 尺度

に, 装 飾 的 な動 き と長 い 休 止(間), 電 光 の よ う

な 回 転 が 挿 入 され 変 化 を もた らす。

 伴 奏 音 楽 は, タ ブ ラ, パ ク ア-ジ な どの打 楽 器

が Nritta の リズ ムを, サー ラ ン ギ(弦 楽 器)は 哀

調 を お びた メ ロ デ ィー を 奏 で る。

4. 研 究 結 果 一 表 現 技 術 に つ い て

・GANESH (ガ ネー シ ャ神)

 障 害 と困 難 を と り除 き, 豊 作 を も た らす 幸 運 の

神 ガ ネ ー シ ャは, 前 奏(52秒)の あ と, 歌 に 沿 っ

て 踊 られ る。 動 き は象 の 形 や 歩 き方 を象 徴 的 に 示

す Nritya (2分25秒) の あ と に太 鼓 の リズ ムに よ

る Nritta (42秒)が 続 き, 終 りの ポ ー ズ (Sum)

で 終 る。 この 踊 りの 印 象 構 造 は図1-1で あ り, 

情 緒 は不 快 一 沈 静 方 向 の ベ ク トル を示 した。 こ

れ ら情 調 を 表 す 動 きの 流 れ は, Nritya, Nrittaと

も持 続 的 ・減 速 的 で あ る。(図1-2)

○DURGA (ド ゥル ガ神)

 シバ 神 の 妃 に あた る この 神 は悪 を亡 ぼす 力 強 い

神 で あ り, 激 質, 暗 質, 純 質 を示 す といわ れ る。

間 奏(30秒)の あ と, 歌 に沿 って 激 しく踊 られ る。

動 きの エ フォー トはpressing, slashingで あ る(1

分4秒)。 この 後, 太 鼓 に よ るNrittaが 続 く(47

秒)。 印 象 構 造 は図2-1で あ り情 緒 は不 快 一

緊 張 方 向 を 示 した。 動 きの 流 れ はNritya, Nritta

と も急 激 的 停 止 で あ る。(図2-2)

○KRISHNA (ク りユ シ ュナ 神)

 ビ シ ュ ヌ神 の 化 神 と も云 わ れ, ヒン ドゥー 神 話

の 主 人 公 で あ る。 強 い 一 方, 優 しい面 と艶 や か さ

を もつ, 横 笛 を 吹 く雅 や か な 姿 勢 が 特 色 で あ る。

間 奏 (33秒) の あ と歌 に 沿 って 踊 られ, 動 きの エ

フ ォー トは floating, Wring で あ る。 その 後 太 鼓

に よ るNrittaが 続 く (56秒)。 印 象 構 造 は図3-1

で あ り, 情 緒 は不 快 一 外 向で あ った。 動 き の 流

れ はNritya, Nrittaと も速 ・遅 ・速 の 流 れ を示 し

た。(図3-2)

表1 技 術 の 種 類 と 分 類

Classical and Folk Dances of India; D. G Vyas,

M. S Kalyanpavkar
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5. 結 び

 3つ の神様に捧げる Vandana は, 共通に人に木

快を伝える情緒構造をもち, そのなかにガネーシャ

の沈静, ドゥルガの緊張, ク リシュナの外向が固

有の特色として把握された。又, これ ら情緒は・

動きの流れと関連 し, ガネーシャにおける持続的

減速, ドゥルガーの急激的停止, クリシュナの速 ・

遅 ・速が特色として得られた。カタックにおいて

は, 夫々の神が異なった情緒性を示 し, これ らが

動きの流れ(間)と 深い関連をもつといえる。

〔図の説 明 〕

 ○図1-1, 2-1, 3-1は 得 られ た因子 の うち貢献 度の多い順

 に横 軸に第1因 子, たて軸 に第2因 子 を示す。

 ○図1-2, 2-2, 3-2は 身体各関節部 の動きの速 さを示す。
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